
























- 12 - 
 

トラフグ種苗の放流効果を高めるために 

 
資源開発管理研究課  津本欣吾 

 
冬の味覚の王様「とらふぐ」の延縄漁が、今漁期も昨年 10

月に解禁となりました。県内でトラフグの水揚げの最も多い

安乗漁港にある三重外湾漁協安乗事業所でも、解禁日を心待

ちにしていた 40 隻あまりの漁船が一斉に出漁しました。残念

ながら、今漁期の漁模様は、漁獲の主対象となる昨年（2010

年）発生群の加入が少なく、あまり振るわないようです。 

当研究所では、静岡県、愛知県、（独）水産総合研究セン

ター増養殖研究所と共同で、トラフグ種苗の放流効果を高め

るための研究を実施しています。これまでの研究で、伊勢湾

に種苗を放流することで、他の海域よりも高い効果が得られることがわかりました。現在は、よ

り高い経済効果を得るためには、どのサイズで放流すると良

いのかの検討を行っています。 

このサイズ別の放流効果調査では、小型サイズ（3～7cm）

の種苗に標識を装着する必要から、ALC（アリザニン・コン

プレクソン）耳石標識（図 1）という、魚の頭部内にある耳

石に蛍光の標識を着ける手法を用いています。この標識手法

は、小型種苗にも容易に大量標識できる利点がありますが、

魚を解剖して耳石を摘出しなければ標識を確認することがで

きないため、調査には魚を購入する必要があります。しかし

ながら、高級魚であるトラフグを大量に買い上げて調査する

ことはとてもできません。そこで、当研究所では、三重

ブランド「あのりふぐ」として志摩市内の漁港に水揚げ

された天然トラフグしか扱わない料理旅館にお願いし、

調理の途中で耳石を採取してもらっています。昨年漁期

中には、協力の得られた 6 件の旅館から 1285 個もの耳石

を回収することができ、平成 21 年の放流群では放流サイ

ズが大きいほど漁獲物へ混入する割合が高かったことが

明らかになりました（図 2）。 

われわれ研究機関が必要とするデータやサンプルの多

くは、漁業者や漁協職員、さらには流通に関わる方々の

協力なしでは集めることはできません。今後もこうした

現場との協力関係を大切にし、成果に結び付けていきたいと考えています。 

 

図 1．トラフグの耳石 

（中央で光っているのが標識）
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図 2．平成 21 年サイズ別放流群の

翌年延縄漁獲物への混入状況 
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県内水面漁連での報告と放流種苗の基本を見直す 

 

鈴鹿水産研究室 中西尚文 

 

毎年、県内水面漁連主催の研修会にて各種の報告を行なっています。出席者は県内の内水面漁

協の組合長など役員や事務員の方々。お伝えする情報は、研究事業の進捗状況のほか、国や他県

の方針・事例で参考になるものや注意すべき情報です。 

内水面を対象とした研究所に対する技術開発の要望や助言の要請は、漁業に関することだけで

なく、環境や希少な生物に関するものなど多岐にわたります。県外の会議や普段の情報交換など

を通じて、研究所には様々な情報が集まりますので、こういった情報や自らの事業の進捗を分か

りやすく整理し、関係する方々へ伝えるのは公設試の大切な役割です。また、研究所が業務を実

施するうえで重要な漁協や市民との信頼関係は、電話やメールだけでは決し築くことはできず、

研修や調査を通じての意見交換が信頼関係を深める大切な機会です。これらのことから、研修会

などでの報告は大変重要な活動と考えています。 

 
内水面漁協はいま、増殖義務（一般的には種苗放流）への経費負担と、遊漁券収入の減少に加

え、組合員の減少･高齢化が課題になっています。遊漁者を呼ぶためには“たくさんのいいサイズ

の魚がいて、釣りを楽しめる”ことが最低条件です。『少ない経費で、できるだけ効果的に魚を

増やしたい』という思いは、各漁協に共通するものです。 

効果的に魚を増やすために、まずできることは、健康な放流種苗の入手です。そのためにいま

漁協にお願いしていることは、『種苗業者に対して、賢くうるさい客（漁協）になる』というこ

とです。アユの場合、1)購入前に何度も種苗業者へ魚を

見に行く、2)冷水病などの防疫対策や履歴を聞く、が基

本になります。「集客に熱心な漁協ほど、種苗にうるさ

く勉強熱心」と他県の研究員からも聞きます。技術が確

立しマンネリ化しつつある今、放流している種苗の状態

に気を配り、河川での定着状況の確認を行うという種苗

放流の基本をもう一度見直すことが必要になっています。 
 

図１. 内水面漁連の研修・カワウの飛来状況を説明（2011 年 12 月 15 日） 

図２. 琵琶湖からの遡上アユを捕る姉川（滋

賀県）のヤナ（2011 年 5 月 17 日）
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育苗中の「みえのあかり」 

（11 月 10 日、桑名市城南漁協）

「みえのあかり」陸上採苗風景 

（桑名市伊曽島漁協） 

高水温耐性黒ノリ新品種「みえのあかり」の県下普及を開始します 

 

鈴鹿水産研究室 岩出将英 

 

三重県における黒ノリ養殖は、海水温が 23℃以下に低下する 10 月上旬ごろから始まります。

しかし、近年では地球温暖化の影響と考えられる水温低下の遅れによって養殖の開始時期が遅れ、

また水温低下の停滞によってノリ葉体の脱落や異常芽の発生などが起こり、年内の生産減少の一

因になっています。年内に生産される黒ノリは価格が高いため、その生産の減少は生産者にとっ

て大きな損失をもたらしています。 

こうしたことから、年内に安定して生産できる高水

温耐性品種の開発が生産者から強く求められていまし

た。そこで鈴鹿水産研究室では、平成 17 年度から高水

温耐性品種の開発に取り組み、高水温環境下において

も生長が優れている「みえのあかり」を開発しました

（平成 22 年 4 月 1日に農林水産省へ品種登録出願。同

7月 21 日に出願公表）。 

本品種は高水温環境下においてもノリ葉体の障害発

生が少なく生長が良好なことから、近年の高水温傾向

の環境下でも生産が維持され、黒ノリ養殖の生産安定

に寄与することが期待されます。また、品種登録を行

うことにより本品種の県外への流出を防ぎ、三重県で

生産される黒ノリの産地間競争力の向上に貢献できる

と考えています。 

開発した「みえのあかり」は、実際の漁場での養殖

特性の把握を行いつつ、黒ノリ生産者に対して段階的

に普及を図っていく計画です。今年度は、桑名地区と

鳥羽地区において生産者の方々に協力していただき、

小規模ながら実際に「みえのあかり」の試験養殖を実

施していただいています。これまで、一部の海域でバ

リカン症が発生するなど苦労もしていますが、12 月中旬頃から本格的に摘採が開始されており、

まずまずの品質の黒ノリが生産されています。今後、生産者からの聞き取りや製品の調査によっ

て「みえのあかり」の評価を行うこととしています。 

黒ノリの養殖環境は、年々生産者にとって厳しい状況へと変化しているため、今後はこのよう

な変化に対応できる養殖技術の開発が求められます。三重県における伝統と歴史のある黒ノリ養

殖が将来に渡り永く続いていくよう、鈴鹿水産研究室では、今後も新品種（環境対応型品種）の

作出をはじめ養殖技術の開発に取り組んでいきます。  
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